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休会特別版 第３弾
豊田章男社長の語る〈ドーナツ〉とはなにか？

かった」と語り、「夢中になれるものを見つけたら
手放さないでほしい」とアドバイスしました。
彩りのないガリ勉だけの生活で見つけた喜びは

〈ドーナツ〉だったけれども、勉強を含めた幅広い
経験をして充実した生活を送れば、一生をかけられ
るやりがいを見つけられる、という意味でしょうか。
15分弱の動画ですので、もしご興味があったらぜ

ひ見てください。彼がスピーチで述べている〈ドー
ナツ〉とはなにか？を各々の立場で考えてみるこ
とが重要だと感じます。
もちろんすべて英語で、彼はあらかじめ書かれた

原稿を読み上げるのでなく、自分の言葉で話してい
ました。祖父の豊田喜一郎氏がトヨタ自動車を創業
したことを説明した上で、「３代目は苦労を知らな
い、会社をつぶす、と言われる」など、冗談やユーモ
アを次々に繰り出し、若い聴衆の気持ちを最後まで
つかんでいるようでした。私たちロータリアンは自
分の企業も含めて次世代の若者たちを育てる義務
があります。
スピーチの終盤には、成功を成し遂げ、好きなこ

とを見つけて、それに没頭できているという状況に
なった時のアドバイスをいくつか話しています。常
に新しいことを学ばなければいけない。自分自身の
ぶれない軸を決めてください、などです。その中の
一つとして、「正しいことをしよう。正しいことをす
ればお金はついてくる」と語っています。ロータリ
アンが共感できる内容でした。
３月10日㈬には久しぶりに例会を開催する予定

です。お目にかかる日を楽しみにしております。

山本裕三会長

新型コロナウイルスの第３波の陽性者は、緊急事
態宣言の発令もあって減少傾向に変わりました。愛
知県でもワクチンの接種が始まりました。ようやく
コロナ騒動の出口が見えてきたのでしょうか！
もちろん油断はできませんが、コロナ騒動の終息

後にロータリー活動はどのように動いたらよいの
か、そろそろ考え、行動する準備期間に入ったよう
に感じます。
最近、ＹｏｕＴｕｂｅで面白い動画に出会いました

ので紹介させていただきます。それは、トヨタ自動
車社長の豊田章男さんが米国のバブソン大学でさ
れたスピーチです。(https://m.youtube .com/
watch?v=l147wqKkq6A)
東部マサチューセッツ州にあるバブソン大学は

1919年に設立された起業家教育の名門校として知
られているようです。ここで学んだ豊田社長が創立
100年の年にゲストスピーカーとして招かれ、卒業
生たちに向かって語りかけたスピーチです。
「さあ、自分だけのドーナツを見つけよう」とい
うタイトルです。〈ドーナツ〉とはなんでしょう？
〈ドーナツ〉はスピーチの次の流れで出てきました｡

まず、留学中、英語で授業を受けるのはとても
ハードで、寮と教室と図書館の間を行き来するだ
け。勉強以外の時間や生活は考えられず、「つまら
ない人間」だったと振り返ります。「でも卒業して
ニューヨークの夜の帝王になった」と言うと、笑い
に包まれました。続けて卒業生たちに、「みなさん
は勉強以外も楽しんだでしょう。つまらない人間
になるのではなく、楽しみましょう」と語りかけ、
幸せな人生に必要なものはなにか、喜びをもたらす
ものはなにか、それを自分で見つけだすことが大切
だと呼びかけました。
そして、「留学中の私（豊田社長）が見いだしたも

のは〈ドーナツ〉だった。アメリカの〈ドーナツ〉が
こんなに素晴らしく、喜びになるとは思いもしな

会長あいさつ

ニコボックス
〇昨日(２月８日)結婚記念日と妻の誕生日のお祝いのお花を
いただきました。ありがとうございます。例会が通常どお
り開催できることを祈っています。 (大橋昭治さん)

〇本人誕生日のお祝いありがとうございました。(齋藤孝一さん)
〇本人誕生日のお祝いありがとうございました。(筧 正紀さん)
○結婚記念日にチューリップが届きました。ありがとうござ
いました。 (種瀬徹也さん)

○誕生日の記念品ありがとうございます。 (森畑 明さん)
○誕生日の記念品ありがとうございます。 (田辺伸生さん)


